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生徒全員がコンピュータを学ぶ　（練成中）

　情報化時代に活躍する人間にと

って、コンピュークの操作技能の

習得は欠かせません。

　中学校の技術・家庭科では、操

作を通して、その役割と機能を学

び、適切に活用する能力を身に付

けます。

＊教育広報「かけはし」は資源保護の

ため再生紙を使用しています。



平
成
元
年
の
幼
稚
園
教
育
要
領
の
改
正
に
始
ま
っ
た
学
校
教
育
の
改
善
は
、
昨
年
度
は
小
学
校
、
本
年

度
は
中
学
校
と
い
う
よ
う
に
段
階
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
学
校
を
取
り
巻
く
社
会
の
状
況
や
　
そ
れ
に
伴
う
子
供
達
の
生
活
や
意
識
t
e
－
K
き
v
変
化
し
て
き
ま
し

た

　
そ
の
変
化
に
対
応
す
る
と
共
に
　
二
十
l
世
紀
を
目
指
し
て
教
育
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
o

　
今
回
、
中
学
校
の
教
育
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今

回
の
改
訂
は
、
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た

教
育
課
程
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
主
な
ね
ら
い
は
、
次
の
四
点
で
す
。

①

豊
か
な
心
を
も
ち
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
間
の
育

　
成
を
図
る
こ
と

②

自
ら
学
ぶ
意
欲
と
社
会
の
変
化
に
主
体
的
に
対
応
で

　
き
る
能
力
の
育
成
を
重
視
す
る
こ
と

③

国
民
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
的
・
基
本
的
な
内

　
容

を
重
視
し
個
性
を
生
か
す
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と

④

国
際
理
解
を
深
め
、
我
が
国
の
文
化
と
伝
統
を
尊
重

　
す
る
態
度
の
育
成
を
重
視
す
る
こ
と

　

こ
の
答
申
を
受
け
て
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
が
改
訂

さ
れ
、
本
年
四
月
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
各
教
科
等
の
学
習
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
体
験
的
な
活

動
を
重
視
し
、
生
徒
の
興
味
や
関
心
を
生
か
し
、
自
主
的
、

自
発
的
な
学
習
を
す
す
め
て
’
思
考
力
・
判
断
力
・
実
践

力
等
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

撫瀞蚕　　　一　　　　　　　　　　　

▲LL教室を活用した英語の学習。先生方も
　新しい指導法の開発に取り組んでいます。
　（練成中）
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中
学
校
の
教
科
に
は
、
必
修
教
科
と
選
択
教
科
と
が
あ

り
ま
す
。
必
修
教
科
で
は
、
す
べ
て
の
生
徒
が
義
務
教
育

と
し
て
必
要
な
内
容
を
学
習
し
、
選
択
教
科
で
は
、
個
々

の
生
徒
が
自
分
の
特
性
に
応
じ
て
選
択
し
、
学
習
し
ま
す
。

　
今

回
の
改
訂
で
は
、
生
徒
の
個
性
を
生
か
す
教
育
の
充

実

を
図
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
選
択
教
科
の
種
類
が
大
幅

に

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
学
年
の
選
択
教
科
は
次
の
通
り
で
す
。

［
v
e
　
1
学
年
］

［第
二
学
年
］

［第
三
学
年
］

（線
を
引
い
た
も
の
が
、

　
外
国
語

　
音
楽
、
美
術
、
保
健
体
育
、
技
術
・
家

劇
、
外
国
語

　
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
音
楽
、

美
術
、
保
健
体
育
、
技
術
・
家
庭
、
外
国
語

　
　
　
　
新
た
に
加
わ
っ
た
教
科
で
す
）

▲電子ルーレットの製作。前期は電気製品
　の製作、後期はパソコンの操作を中心に
　学習を進めます。（九段中・3年、技術科）

　
具
体
的
に

講
座
の
数

を
い
く
つ
に
す
る
か
、
ど
ん
な
内

容
に

す
る
か
な
ど
は
、
各
学
校
が
生
徒
の
特
性
や
地
域
・

学
校
の
実
態
に
応
じ
て
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
一
人
1
人
が
選
択
す
る
教
科
の
数
は
、
第
一

学
年
・
第
二
学
年
で
は
1
以
上
、
第
三
学
年
で
は
2
以
上

と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
（
外
国
語
を
含
む
）

　
今
回
は
、
九
段
中
学
校
第
二
学
年
、
一
橋
中
学
校
第
三

学
年
の
例
を
掲
げ
ま
し
た
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
中
学
校
の
年
間
の
総
授
業
時
数
は
1
0
五
o
時
間
で
、

各
学
年

と
も
同
じ
で
す
。
ま
た
、
I
単
位
の
授
業
時
間
は

五
o
分
間
で
す
。

　
小
学
生
と
比
べ
て
、
中
学
生
は
い
っ
そ
う
個
性
的
に
な

り
、
個
人
の
興
味
・
関
心
が
多
様
に
な
り
ま
す
。
学
年
が

進
む
に

つ
れ
て

選
択
す
る
教
科
の
幅
が
広
が
る
の
も
そ
の

た
め
で
す
。

　
そ
こ
で
’
各
学
校
が
生
徒
の
実
態
等
を
考
慮
し
、
創
意

工
夫

を
生
か
し
て
、
l
定
の
範
囲
内
で
、
各
教
科
等
の
授

業
時
数
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
三
学
年
で
は
、
左
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第3学年の授業時数

国　　語 140

社　　会 70～105

数　　学 140

理　　科 105～140

必

　
修
　
教
科

音　　楽 35

美　　術 35

保健体育 105～140

技術・家庭 70～105

道　　　徳 35

特別活動 35～70

選択教科等 140～280

総授業時数 1，050

一橋中学校3年
　　　〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　
外
国
語
の
ほ
か
に
、

全
教
科
に
わ
た
り
、

十
七
講
座
を
設
け
ま

し
た
。

　
生
徒

は
’
こ
の
中

か

ら
二
講
座
を
選
択

し
、
年
間
を
通
し
て

週
二
時
間
、
月
曜
日

と
水
曜
日
に
学
習
し

ま
す
。

国
　
語
…
文
芸
（
鑑
賞
・
創
作
）

社
会

1
…
日
本
の
歴
史
の
中
の
千
代
田
区

社
会

1
1
…
資
料
か
ら
わ
か
る
歴
史
　
－

数

学
1
…
基
礎
数
学

数
学

1
1
…
英
文
に
よ
る
数
学

理
科
1
…
物
理
科
学
（
電
気
・
カ
・
光
等
）

理
科

H
…
物
理
科
学
（
原
子
・
分
子
・
D
N
A
）

音
楽

1
…
合
唱

音
楽
H
…
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
1
ブ
ル

美
術

1
…
絵
画
（
版
画
・
水
彩
画
・
油
絵
）

美
術

1
1
…
工
芸
（
焼
き
物
・
木
工
・
金
工
）

体
育
ー
　
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル

体
育
1
1
…
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

体
育
皿

…
陸
上
競
技
・
水
泳

体
育

W
…
武
道
（
柔
道
・
剣
道
）

技
術

－
銭
製
図

家
庭
－
葱
手
芸
（
刺
し
ゅ
う
）

　
　
　
　

〔写
真

は
、
美
術
1
、
理
科
1
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
該
　
　
　
　
・
鞍

w、、，看濠一
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科
学
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、
子
供
達
の
身
の
回
り
に
は
、
映
像
・
音
声
・
文
字
な
ど
に

よ
る
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
様
々
な
情
報
の
中
か
ら
、
自
分
に
必
要
な
も
の
を

的
確
に
選
択
し
活
用
す
る
こ
と
は
、
現
代
人
に
と
っ
て
必
要
な
資
質
の
　
つ
で
す
。

　
一
方
、
身
近
な
問
題
に
対
し
て
興
味
と
関
心
を
持
ち
、
自
ら
意
欲
的
に
解
決
し
て
い
V

力
を
身
に
つ
け
て
い
V
こ
と
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
重
要
な
こ
と
で
す
。
事
物
現
象
に
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち
ろ
ん

接
触
れ
、
感
じ
・
考
え
る
活
動
は
、
幼
稚
園
は
勿
論
、
小
・
中
学
校
で
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
学
ぶ
楽
し
さ
、
柔
軟
な
思
考
力
、
豊
か
な
創
造
性
が
培
わ
れ
ま
す
。

▲区役所正面玄関で、パウロ中学
校の生徒を迎え、手紙と花束を渡
しました。とても緊張しました。
（千代田富士見幼）

／

国際理解教育

ふ

　
国
際
化
が
進
む
中
、
次
代
に
生
き
る
B
本
人
と
し
て
は
、
諸

外
国
の
人
々
の
生
活
や
文
化
を
理
解
し
尊
重
す
る
と
と
も
に
、

我
が
国
の
文
化
と
伝
統
を
大
切
に
す
る
態
度
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
外
国
の
人
々
の
考
え
方
や
生
活
習
慣
・
態
度

な
ど
は
、
直
接
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
深
く
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
千
代
田
区
の
各
学
校
に
は
’
多
く
の
外
国

の
方
々
が
視
察
に
訪
れ
ま
す
。
学
習
の
よ
い
機
会
で
す
。
去
る

五
月
、
中
学
生
海
外
交
流
教
育
の
一
還
と
し
て
’
　
t
p
ユ
　
－
ヨ
　
－
－

ク
市
パ
ウ
ロ
中
学
校
の
生
徒
十
名
が
本
区
を
訪
れ
ま
し
た
。

A
千
代
田
区
長
を
表
敬
訪
問
。
パ
ウ
ロ
中
学
校

の
生

徒
一
人
1
人
が
覚
え
た
て
の
日
本
語
で
自

己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

▲全校で中学生を迎える集会を開きました。歌を歌っ
たり、ゲームをしたり、折り紙を折ったりして、楽し
く過ごしました。（千代田富士見小）

▲生徒会が中心となって歓迎会を開きました。一緒に
学校生活を送ることは、相互に理解を深めるよい機会
です。（練成中）

4

x

▲一年生が、国語の学習を見てもらいました。
後ろの中学生の視線が気になりました。
（千代田富士見小）

▲クラブ活動で英会話を教えてくださっている
カナダのペターソン先生も一緒になって、鶴を
折りました。日本の美をちょっぴり伝えた気持
ちになりました。（千代田富士見小）

　
国
際
理
解
教
育
は
、

行
事
や
集
会
活
動
の
分

け
で
は
な
く
、
日
ご
ろ

教
科
の
学
習
の
中
で
も

極
的
に
取
り
上
げ
て
い

　
区
立
の
す
べ
て
の
中

に

お

い

て

は
、
外
国
人

に
よ
る
外
国
語
の
指
導

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
か

ら
小
学
校
に

遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

科の学習をしました。日本
意欲的に取り組んでいまし

英会話の学習です。手作り
えてくださるので毎回楽し’

の交流会に参加。パウロ中
都市と農村での体験は、

役立ったことでしょう。

A
l
人
l
人
が
、
去
年
訪
米
し
た
生
徒
の
家

庭

で
、
日
本
の
家
庭
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。
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小学校

箱根移動教室
　
五
月
中
旬
か
ら
六
月

中
旬
に
か
け
て
、
六
年

生
全

員
が
参
加
し
、
学

校
ご

と
に
’
二
泊
三
日

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
箱
根
は
、
新
緑
の
美

し
い
時
期
で
す
。

　
社
会
科
で
は
、
　
「
日

本
の
歴
史
」
の
学
習
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
’
東
海
道
の
石

畳
を
歩
き
、
石
仏
群
・
杉
並
木
・
関
所
跡
・

　
　
　
　
　
　
ふ
か
　
り

箱
根
神

社
・
深
良
水
門
な
ど
を
見
学
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
箱
根
の
移
り
変
わ
り
や

先
人

の
働
き
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
ま
す
。▲箱根の伝統工芸“寄木細工”を学ぶ（昌平小）

　
理
科
で

は
、
箱
根
の
地
形
や
岩
石
、
火

山
活
動
の
様
子
な
ど
を
観
察
し
’
土
地
の

で
き
方
を
調
べ
ま
す
。

　
ま
ず
、
駒
ヶ
岳
の
項
上
に
立
ち
、
四
方

を
眺
め
、
地
形
や
植
物
な
ど
箱
根
全
体
の

様
子

を
観
察
し
ま
す
。
そ
の
後
、
各
地
を

回
っ
て
、
土
地
を
つ
く
っ
て
い
る
物
の
特

徴
や
、
水
の
働
き
、
火
山
活
動
を
調
べ
、

土
地
の

つ

v
り
と
で
き
方
に
つ
い
て
、
自

分
の
考
え
を
ま
と
め
ま
す
。

　
学
習
し
た
こ
と
の
発
表
会
も
開
き
ま
す
。

　
六
年
生
に

と
っ
て
、
こ
の
移
動
教
室
は

小
学
校
最
後
の
宿
泊
を
伴
う
活
動
で
す
。

よ
い
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

V

中学校

軽井沢移動教室

　
五
月
の
軽
井
沢
は
よ

う
や
く
春
が
訪
れ
て
き

た
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

　
中
学
校
に
入
学
し
て

約
一
か
月
の
1
年
生
に

と
っ
て
は
、
よ
う
や
く

友
達
と
打
ち
解
け
て
く

る
時
期
で
す
。

　

こ
の
二
泊
三
日
の
移

動
教
室

は
、
中
学
校
生

活
の
土
台
と
な
る
先
生
・

友
達
と
の
人
間
関
係
を
築
く
大
切
な
場
と

な
り
ま
す
。

　
浅
間
山
と
そ
の
周
辺
の
自
然
の
観
察
、

軽
井
沢
の
歴
史
・
地
理
を
調
べ
る
学
習
、

「

軽
井
沢
少
年
自
然
の
家
」
で
の
団
体
生

活

を
通
し
て
、
先
生
や
友
達
と
の
心
の
交

流
を
図
り
、
集
団
生
活
の
規
律
を
身
に
付

け
ま
す
。

＜早春の自然に

ひたる（一橋中）

優轍…姦遁轟論藩罐
　▲浅間牧場で、自然を描く（一橋中）

　
見
学
地
や
活
動
内
容
は
学
校

に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
主

な
も
の
は
次
の
通
り
で
す
。

☆

峰
の
茶
屋
、
白
糸
の
滝
付
近

　
の
自
然
歩
道
ハ
イ
キ
ン
グ

☆
野
鳥
の
森
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

　
ン
グ

☆

五
光
牧
場
や
浅
間
牧
場
見
学

☆
小
諸
懐
古
園
の
見
学

☆
嬬
恋
村
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の

　
ス

ポ
ー
ツ
大
会

☆

群
馬
の
森
、
歴
史
博
物
館
の

　
見

学
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　もうすぐ夏休み。みんなそれぞれに友だちや家族との楽しい計画を立
てていることと思います。
　教育委員会では、小・中学生の皆さんが身近な場所で気軽に体力づく
りができるよう、体育館やプールを無料で開放します。暑さに負けず体
を鍛え、心身共にたくましくなって二学期を迎えましょう。’

　〈学校プールの無料開放〉

〔昼間の部〕

◎時間一午後1時30分一一　3時30分
◎対象一小学生以上
　　　（幼児が利用するときは、保護者の同伴が必要）

場　　所 期　　間

千代田九段小 8月7日～11日

昌　　平　　小 8月7日～13日

千代田富士見小 8月9日～13B
和　　泉　　小 8月9日～13日

千代田麹町小 8月9日～15日

お茶の水小 8月7日～13日

千　代　田　小 8月13日～17日

千代田番町小 8月18日～24日

〔夜間の部〕

◎時間一午後6時一一　8時
　　　（＊印の学校は午後6時30分一一　8時30分）

◎対象一中学生以上
　　　（小学生以下が利用するときは、保護者の同伴が必要）

場　　所 期　　間

＊千代田九段小 8月7日～16日

＊一　　橋　　中 8月7日～16日

和　　泉　　小 8月9日～13日

麹　　町　　中 8月10日～19日

練　　成　　中 8月11日～20日

　〈総合体育館の無料開放〉
◎対象一区内に在住・在学している小・中学生
　　　　（区民利用カードを持参して下さい。　まだお持ちでない方は、当日体　育館の窓口で申し込んで下さい。）

　　　※付添の大人は有料となります。

種　目 期　　日 時間帯

＊バレーボール 7／22，24，29，8／5，12，19，26，28 午　　後

バドミントン 7／27，8／3，7，10，17，24，31 午　　後

＊水　　泳
7／21～8／31

（月曜β／20を除く毎日）

①午酬一1塒

②正午一午後2時

③午後3時一5時

＊バスケットボール 8／21 午　　後
7／22－8／31の火・村曜（7／31，8／14を除く） 午　　後

卓　　球
7／25，8／1．22 午前・午後

7／24，8／7，21．28 午　　後
相撲・剣道

7／25，8／1．22 午前・午後

柔　　道 7／25，8／1．22 午前・午後

空　手　道 7／24，8／7，21．28 午　　後

7／24，8／7．28 午　　後
＊弓　　道

7／25．8／22 午前・午後

8／i 午前・午後
＊アーチェリー

8／21 午　　後

午前；9：00～12：00　午後

＊印の種目は、小学生の場合一フ

☆毎月第3日曜日は全館無

；1：00～5：00

定の条件があります。

料開放日です。

練　　成　　中 8月11日～20

〈問合せ〉

　総合体育館〔内神田2－1－8〕ft（3256）8444

〈問合せ〉

干代田図書館
四番町図書館

ft（3264）0151

tt（3239）6357

映画会のお知らせ●●・
図書館では、夏休みの期間中、下記のとおり映画会を開催します。
子供から大人まで一緒に楽しめる作品を用意しました。家族の皆
　さんと一緒に映画鑑賞はいかがでしょうか。〔入場は無料です〕

日　　　程 上映開始 映画の題名 会　　場

7月25日（日） 午後2：00 赤毛のアン（吹き替え版） 四番町図書館
8月1日（日） 午後2：00 TタイムPパトロールぽん（アニメ） 四番町図書館
7日（土） 午後1：30 魔女の宅急便 九段社会教育会館

7日（土） 午後2：00 子熊物語 四番町図書館
15日（日） 午後2：00 風が吹くとき（アニメ） 四番町図書館
22日（日） 午後2：00 彼岸花 四番町図書館
29日（日） 午後2：00 ネバーエンディングストーリー（吹き替え版） 四番町図書館
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あ
っ
た
昭
和
十

生
の
虚
弱
児
童

た
給
食
が
あ
っ

数
の
子

供
達
は

お
弁
当
の
毎
日
で
あ
っ
た
。
た
ま

　
　
　
　
　
　
も
ら

に

家
の
都
合
で
お
金
を
貰
っ
て
パ
ン
屋
に

走

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
ん
な
時
は
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
れ

分
の
好
み

の
も
の
を
選
べ
る
こ
と
が
嬉
し

か

っ

た
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
学
校
給
食
は
明
治
二
十
二
年
に

山
形
県
の
私
立
忠
愛
小
学
校
が
最
初
で
、

当
初
は
貧
困
児
童
の
救
済
が
そ
の
目
的
で

あ
っ
た
。
一
般
的
に
は
、
昭
和
二
十
二
年

の

ラ
ラ
物
資
に
よ
る
一
食
六
〇
〇
カ
ロ
リ

－
以
上
の
給
食
が
始
ま
り
で
あ
る
。
時
代

と
と
も
に
給
食
は
充
実
し
た
も
の
と
な
っ

て

い

っ

た

が
、
そ
の
間
に
お
け
る
社
会
の

変
化
や
家
庭
環
境
の
変
化
も
見
逃
せ
な
い
。

こ
う
し
た
中
で
、
昨
年
、
埼
玉
県
庄
和
町

に

お
け
る
学
校
給
食
の
廃
止
問
題
に
端
を

発

し
、
給
食
の
是
非
が
議
論
を
呼
ん
だ
が
、

こ
れ
も
学
校
給
食
が
国
民
生
活
の
中
に
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か

V
定
着
し
て
い
る
1
つ
の
証
し
で
あ
る
と

も
い
え
よ
う
o

　

集
団
給
食
の
大
ぎ
な
利
点
と
し
て
は
、

栄
養
学
的
な
食
教
育
の
み
な
ら
ず
、
体
育

と
食
育
を
表
裏
一
体
と
じ
て
考
え
る
望
ま

し
い
教
育
が
で
き
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
昭
和
六
十
一
年
に
東
京
都
教
育
委
員
会

が
、
都
内
四
校
で
、
給
食
の
あ
る
日
と
な

い

日
に
分
け
て
児
童
の
一
日
の
栄
養
摂
取

量

を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
給
食
の
あ

る
日
は
お
お
む
ね
所
要
量
に
達
し
て
い
る

が
、
給
食
の
な
い
日
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
と

ビ
タ
ミ
ン
B
2
が
不
足
し
、
し
か
も
栄
養

の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
い
と
い
う
こ
と

で

あ
る
。
こ
れ
は
、
家
庭
ー
母
親
の
気
配

り
や
嗜
好
な
ど
に
よ
り
食
事
内
容
が
決
め

ら
れ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
集
団
給
食
で
は
あ
る
が
、
個
別
の
事
情

へ
の
対
応
も
必
要
と
な
る
。
単
な
る
好
き

嫌
い
は
論
外
だ
が
、
食
品
ア
レ
ル
ギ
ー
の

問
題
が
あ
る
。
即
ち
、
卵
・
牛
乳
・
大
豆

・

魚
・
ソ
バ
を
食
べ
る
と
嘔
吐
、
下
痢
や

ジ
ン
マ
シ
ン
が
起
き
る
と
い
う
も
の
で
あ

　
　
ま
れ

る
。
稀
に
頭
痛
、
け
い
れ
ん
’
シ
ョ
ッ
ク

を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
無
視
で
き

な
い
。
さ
ら
に
腎
臓
な
ど
の
病
気
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

食
事
制
限
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
個
別
の
対
応
に
は
、
保
護
者
と
学

校
と
の
緊
密
な
連
携
が
必
要
で
あ
る
。

　
食
事
内
容
と
と
も
に
、
食
生
活
を
豊
か

に

す
る
食
習
慣
や
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
こ
と
も
給
食
の
重
要
な
目
的
で
あ
る
。

学
校
給
食
を
通
じ
て
子
供
達
が
身
に
つ
け

た
望
ま
し
い
食
習
慣
や
マ
ナ
ー
は
、
家
庭

に

お

け
る
食
生
活
に
も
良
い
影
響
を
与
え
、

卒
業
後
は
も
ち
ろ
ん
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

個
人
の
資
質
と
な
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
’
日
本
の
将
来
を

任
せ
ら
れ
る
青
年
を
育
て
て
い
く
た
め
に
，

私
た
ち
は
可
能
な
範
囲
内
で
知
恵
を
絞
り
、

給
食
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
か
な
け

れ
ぱ

な
ら
な
い
。
こ
の
機
会
に
も
う
一
度

r
給
食
」
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
み

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
ば
や
し

　
昭
和
5
9
年

内
科
医

’

編

集

後

記

　
新

た
な
幼
稚
園
・
小
学
校
が
発
足
し
て

か

ら
三
か
月
余
り
が
過
ぎ
、
・
第
一
学
期
も

あ
と
わ
ず
か
で
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
年
度
の
初
め
ご
ろ
は
、
お
互
い
に
遠
慮

　
　
　
　
　
つ
か

し
た
り
気
を
遣
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

慣
れ
る
に
つ
れ
て
、
自
己
を
表
現
し
、
主

張
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

段
階
を
乗
り
越
え
る
と
、
し
っ
か
り
し
た

人

間
関
係
が
で
き
て
く
る
の
で
す
。
子
供

達
は
今
、
大
変
貴
重
な
体
験
を
積
ん
で
い

ま
す
。

　
第
十
号
は
、
中
学
校
教
育
が
ど
う
変
わ

っ

た
か
を
主
に
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
そ
の

中
で
も
、
個
性
尊
重
が
大
き
な
柱
に
な
っ

て
い
ま
す
。
幼
稚
園
・
小
学
校
で
培
わ
れ

て

き
た
自
主
的
・
自
発
的
な
態
度
が
、
更

に

伸
長

さ
れ
、
本
当
に
個
性
豊
か
な
国
際

人
に

育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
r
か
け
は
し
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご

感
想
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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